
専門日本語教育研究 第7号2005

報告

薬学会要旨集にみる複合辞 『により』の意味用法

鎌田倫子,笹 原幸子,古 本裕子

動詞由来の複合辞 『により』の意味及び用法を、『日本薬学会2003要 旨集』から採録した資料により検討した。選び出した例

を、連用修飾形 「により」「によって」と連体修飾形 「による」に分け、前件語と後件語の種類から違いを見た。「により」は

自動詞文では、前件の事態から後件の動詞が導かれたという因果関係を表しく原因〉の意味となる。他動詞文では、前件にモ

ノ名詞、コト名詞が多くく方法〉の意味となる。一般の日本語の用法では受身文の頻度が高く、前件語は人名詞になるが、要

旨集の用法では、動作主を表すく主体〉の場合も人名詞は少なく、生物的なものを表す生体名詞やモノ名詞が他の用法より多

くなる。要旨集の用例では、限られた種類の動詞や名詞が多用されているため、複合辞 『により』の指導の指針となる典型的

な文型を抽出することができた。専門日本語で使用頻度の高い、必要度の高い用法から教えていくために、役立つと思われる。

キー ワー ド:複 合辞 「によ り」、 日本薬学会要 旨集 、名詞 の種類、前件語 、後件 語、 コ ト名詞

1.は じめ に

本報告では、動詞 由来の複合辞 「により」「によっ

て」「による」の意味及び用法を、『日本薬学会2003

要旨集』から採録 した資料に基づいて検討する。 な

お 「により」 「によって」 「による」に共通する内容

を述べる場合、複合辞 『により』 と表記す る。

筆者 らは、同 じ要旨集 を基に、薬学専門 日本語に

見 られる動詞の調査 をしたが、そこでは、複合辞 と

しての用法は除外 して、本来の動詞 としての用法に

限って分析 した1)。 同じ資料か ら、動詞由来の助詞

相当複合辞 として 「において」 「に関して」 「に対 し

て」 「について」 「により」の5種 とその変化 した形

も含 め9形 態、686語 を抜き出 した。 これ らの複合

辞は、用例数が多いことか ら、これ らを教えること

で大きな教育効果が期待 される。

この5種 の複合辞の中で、特に複合辞 『により』

は最 も用例数:が多い。複合辞の半数近 くを 占めるば

か りでなく、用法がもっとも複雑である。形態的に

も連用修飾形の 「により」「によって」と、連体修飾

形の 「による」が見 られ る。また、初級 日本語で も

教科書注1に よっては受身文の動作主を表す用法を

学習す ることになっているが、薬学 日本語 の用例で

は、「道具や方法」を表す用法、「原因や根拠」を表

す用法が多 く見 られるなど、意味用法が多岐にわた

灰 初級で学習 した知識では対応できない。

表15種 の助詞相当複合辞の出現割合()内 は%

その点で、複合辞 『に より』は、中級か ら導入 さ

れ、用法が比較的限 られている他の複合辞 より、指

導上一層の注意が必要である。そこで、本稿では特

に複合辞 「により」 「によって」 「による」を取 り上

げ、薬学要 旨集 に見 られ る意味 と用法を整 理す る。

次いで、先行研究の一般の 日本語資料での用法 と

比較す ることで、専門的な文献の用法が、一般的な

日本語の用法とどのように異なるかを調査する。 さ

らに、専門の 日本語 を早 く読 めるようにす るために、

専門 日本語でよく使われ る文型 と意味 を明 らかに し、

効果的な指導の指針を得 ることを 目指す。

2.先 行 研 究 に よ る 意 味 分 析

森田 ・松木2)に よると、 「により」 の項に、 「によ

り」のもとになっている動詞 「よる」について、「基

本義は"事 物 ・状態 ・作用等が他の要素を根拠 とし

てそれに基づいて生 じる"と い うことである。ただ、

その根拠 となるべ き他 の要素の性格 によって、動詞



『よる』の意味も分化 してくるのである。」と記述 さ

れている。 ここで、1,受 動動詞が表す動作の主体、

2.手段 ・方法 ・材料 ・仲介物、3,現 象や判断の拠 り

どころ(根 拠)、4,由 来 ・原因の4種 に大きく分類 さ

れている。また、別項に、「対応 を示す」として 「由

来 ・原 因」ほど因果関係が直接的でないものを、前

件が後件の状況を左右す る条件 となっていることを

表 し、 「対応」の用法 と、5種 の用法 を認 めている。

野村3)で は、後件の述語 と前件の名詞の種類に拠

って分類 し、(1)後件が自動詞 の文では前件に事柄 を

表す名詞が多く現れ、「動因としての事柄に よって、

事柄 が生起する」 とされ、前が事柄名詞でない と、

典拠 ・根拠 となる。(2)他 動詞文では、意志的に行 わ

れる行為の、 「一層副次的な、手段 ・方法」 とな り、

前件が単なるモノな ら道具だが、単に道具ではなく、

その使用 とい う解釈 になる。(3)特色ある表現 として、

前件の複数条件文、後件の可能表現文がある。(4)

受身文では 自動詞文 と同様、動因と考えられ るが、

背後の他動詞文では主体 と考 えられ、ほとんどこの

場合 に限って前件 に有情名詞が現れる。受身文の「に

よって」には 「終止法的活用形が見当た らない」 こ

とか らも、「格助詞的方向へ先行 している」としてい

る。特別な構文の(3)を 別 として、「動因」「根拠」「手

段 ・方法」「受身文のもとの他動詞文の主体」の4種

の意味を区別 している。

本稿 では、野村の文法的な区分に合わせて前件語

と後件語を分類 し、野村の調査 した、文学作品や論

説文の一般的な書き言葉資料による調査 と比較 して、

専門 日本語における使われ方の傾向をみる。野村 も

述べているよ うに名詞の分類な どには迷 うことも多

く、比較は大まかな傾向を見るにとどめる。

3.調 査 方 法

薬学会要 旨集 の原資料から、動詞 「よる」を含む

形態 「によ り」 「によって」 「による」の3形 態を含

む用例 を抜 き出 し注2、前接す る語(以 下 「前件語」)

と後続の文 中で意味的にかかる語(以 下 「後件語」)

を文法的な形態により以下のよ うに分類 した。

複合辞 『によ り』の前件語 は基本的に名詞の形態

であ り、文の名詞化形態(文 コ ト)と 名詞に大別 さ

れる。名詞 は、コ ト名詞、抽象名詞 、モノ名詞、生

体名詞の4種 に分類 した。

「コ ト名詞」注3と は、「す る」をつけてサ変動詞

になる 「変換、検索、検査注4」 な どの、動作や事

態を表す漢字熟語の名詞をい う。「モ ノ名詞」は、先

行研究で言 う 「非情物」にあたる具体物を指す。「顕

微鏡、検出器」などの道具名、「滋養薬」な どの薬剤

名、 「亜鉛」などの物質名が含まれ る。 「抽象名詞」

は、目に見えない抽象的な意味を表す名詞で、「方法、

効果、障害、活性 、メカニズム」な どがここに含 ま

れる。「生体名詞」は、人を表す 「人名詞」と 「抗体、

遺伝子」な ど他に対 して作用 を及ぼす ことができる

生物の ようなものを合わせたものである。

連用修飾形 「により」「によって」の場合 には、後

件語 は述語、主に動詞であ り、自動詞(Vi)と 他動

詞(Vt)に 分類 し、 「可能である」などは 「その他」

に分類 した。連体修飾形 「による」が意味的にかか

る後件語 は名詞であ り、 コ ト名詞(VN)と 抽象名詞

以外は見 られなかった。 コ ト名詞 をさらに、サ変動

詞 になる時に 自動詞 となる自動詞性 コ ト名詞 と、他

動詞 となる他動詞性 コ ト名詞に分類 した。指示詞 な

ど判断できない少数の ものは 「その他」と した。

以下に複合辞 『により』の形態的概観 を示す。

形態的分類の結果は以下の表2の ようになった。

表2の ように、 「により」の形態が、「による」 よ

り多 くなっている。連用修飾形の2形 態では、「によ

って」29例 に対 し 「によ り」153例 と、「によ り」の

方が5倍 程度多 く、「によ り」の後件語には、自動詞

より他動詞が多 く現れた。また、「による」の後件 に

は事態 を表す コ ト名詞が多 く現れた。

表2「 によ り」「による」の形態 と後件語()内 は%



4.前 件 語 と後 件 語 の 語 種 に よ る 比 較

4.1「 に よ り」 の 先 行 研 究 との 比 較

連用修飾形 「により」の前件名詞の種類は表3の

ようになった。また、先行研究の松田4)の表の罫を

入れ替えて表4と して提示する。

要旨集の用例では、他動詞が最も多く、半数近く

を占めるのに対 して、文学作品や論説文からの松田

の用例では受身が最も多く、半数近くを占めるとい

う大きな相違が見られる。

二つの資料に共通する特徴は、全体的に前件に人

名詞(有情者)やモノ名詞(非情物)が来ることが非常

に少ないことである。しかし、表4の 松田の資料で

は、受身文では、有情者、非情物などが増える。そ

れに対して、表3の 要旨集の資料は、受身文でも、

前件にはコト名詞が多く、モノ名詞も人名詞もあま

り多くない。人名詞の受身文は、以下の1例 のみで

あった。

1,最近野出らによ り報告 されているチオールエステ

ル を用いケ トンへの変換 について も検討 を行 った。

要 旨集には、「抗体、酵素、遺伝子、マクロファー

ジ」な どの、他に対 して作用 を与えることができる

生物的なもの、前節で定義 した生体名詞が、多 く見

られた。受身文にも、他動詞文にも、「食食 させ る」

とい う使役態 とも、共に使われていた。受身文の 「に

より」は基底の能動文では動作主を表すが、動作主

としてこの生体名詞が6例 現れ、人名詞よ りも多か

った。

2.イ オン濃度の上昇は、P抗 体 によ り抑制 された こ

とからCaシ グナルにはサブスタンスPが 寄与 し

ていることが明 らかになった。

3.こ のことより、複数の酵素 によ りCS生 合成が担

われていることが明 らかになった。

生体名詞が多用されるところに、薬学系分野の特

徴が表れていると言える。しかし、生体名詞の割合

は、松田の有情者の割合には及ばず、受け身文自体

も非常に少ないことが一般 日本語の用例と大きく異

なるところである。

表3「 によ り」の前件名詞 と後件語()内 は%

表4「 に よ り」 松 田剛史1986()内 は%

4.2「 に よ り』 と 『に よ る 』 の 比 較

次に、要旨集 の 「により」(表3)と 、 「による」

(表5)の 前件語 と後件語による分布 を比較する。

「による」は、前件語 も後件語 も名詞である。

表5「 による」の前件名詞 と後件名詞



後件の名詞にモ ノ名詞 はな く、すべて抽象名詞 と

コ ト名詞である。後件の コ ト名詞は、サ変動詞にな

る場合 に他動詞になる、他動詞性の コ ト名詞が最 も

多 く、半数 を超えてい る。「により」でも、要旨集 の

用例の後件は、他動詞、次いで受身が多 く、松田4)

の一般の文章の用例では、受身が最多であるのと異

なっていた。

要旨集の用例 における 「により」「による」の共通

点は、 どちらも他動詞性の後件語 と結合 しているこ

とにある。

「により」と 「による」の用法の大きな相違 は、

前件語に見 られる。「によ り」の前件語はコ ト名詞 と

抽象名詞が多く、次に 「文 コ ト」であるのに対 して、

「による」の前件語にはモ ノ名詞が最 も多い。

5.「 に よ り」 「に よ る 』 の 文 型

5.1「 に よ り』 の 文 型

連用修飾形 「により」「によって」の要 旨集の用例

の後件は、他動詞が最多であ り、次いで受身である。

他動詞の場合の前件語は方法名などの抽象名詞 、

次いで コ ト名詞が多く、以下のように どち らも〈方

法〉を表すことが多い。

4.発 現 した タ ンパ ク を 、 抗 体 を用 い た ウエ ス タ ン ・

プ ロ ッテ イ ン グ に よ り分 析 した 。(抽 象N-他 動詞)

5.ス ペ ク トル の 解 析 に よ り、下 記 の 構 造 と決 定 した 。

(コトN-他動詞)

受身の場合 には、モ ノ名詞、 コ ト名詞、生体名詞

を前件語 とし、生体名詞 の場合には〈主体〉、その

他は〈原因〉の意味になる。

6.生 合 成 もMeJAに よ り誘 導 され て い る。(モノN-受 身)

7.遺 伝 子 の 活 性 化 に よ っ て ホ ル モ ン が=増産 され る。

(コ トN-受身)

8.濃 度 の 上 昇 はP抗 体 に よ り抑 制 され た(生 体N-受 身)

自動詞文の前件語は、状態 などを表す抽象名詞が

多く、主に〈原因〉の意味になる。

9.低酸素ス トレスによって蛋白質の発現量が変化す

る。(抽 象N-自動詞)

連用修飾形 「により」 「によって」は他動詞文 で

は、〈方法 〉の意味に、 自動詞文 と受身文ではく原

因〉の意味になる。受身文は、他動詞が受動態にな

ることにより、 自動詞 と同様、意志性が弱まると考

えられる。すなわち、先行研究の指摘にもある通 り

く方法〉かく原 因〉かの解釈は、動詞の意志性に左

右 されることを示 してい る。受身文で前件が生体名

詞の場合 には〈主体〉 と解釈 され る。

「により」の典型的な文型が以下に抽 出された。

〈方法 〉 抽象名詞(～ 法)+に よ り+他 動詞Vt

コ ト名詞+に より+他 動詞Vt

〈原因〉 モノ ・コ ト名詞+に より+受 身

抽象名詞+に より+自動詞

く主体 〉 生体名詞+に より+受 身

5.2「 に よ る 』 の 文 型

連体修飾形 「に よる」の前件 と後件 の名詞の関係

を検討 した。「による」の前件 には、モノ名詞が最多

であ り、つ いでコ ト名詞、抽象名詞 となる。

「による」に特徴的なモ ノ名詞の前件に続 く、後

件のコ ト名詞には、「治療、形成」などの他動性 コ ト

名詞が多く見 られ、〈方法〉の意味を表す。

10.「 滋 養 薬 に よ る 治 療 」(モ ノN-コ トN)

モ ノ名詞の前件 に続 く、抽象名詞の後件 には、「活

性、平衡状態、損傷形態、障害、効果」などの性質

や状態を意味す る名詞が見 られた。前件 によって引

き起 こされた結果 を表す ことが明白な 「障害、効果」

などは、「結果名詞」とでも名付けるべき種類 の名詞

である。事態を引き起 こした前件の物質(モ ノ名詞)、

方法(抽 象名詞)、 行為(コ ト名詞)な どにより、も

たらされた事態や状態を表 し、前件 と後件 の二つの

名詞で因果関係 を表 して〈原因 〉の意味 となる。

11.「 亜 鉛 に よ る 腎 上 皮 細 胞 障 害 」(モ ノN-抽 象N)

12.「 放 射 線 に よ る 爪 痕 」 「ハ ナ ビ ラ タ ケ の 経 口投 与

に よ る 効 果 」(抽 象N、 コ トN-抽象N)

後件の抽象名詞には、他に 「簡易法/ｰ法 」のよう

な方法の名前が見られた。方法の場合は 「Nによる

方法」のNに 物質名や道具名をとり、前件名詞が方



法のより詳 しい説明になっている。

13,「 蛍 光 色 素 に よ る簡 易 法 」(モ ノN-抽 象N)

前件がコ ト名詞のものは後件 に他動詞性 コ ト名詞

のものが多 く、前件の行為をすることにより、後件

の事態をもたらす とい う関係によって以下のよ うに

〈方法 〉を表 している。

14.「PGN刺 激 に よ るN-κBの 活 性 化 」(コ トN-コ トN)

後件が自動詞性 コ ト名詞の場合、前件にモノ名詞

が最も多 く、次いでコ ト名詞が多 く、意味は後件の

事態をもた らしたく原因〉となることが多い。前件

がモノ名詞の場合、15.のように〈原因 〉になる場合

と16.の ようにく方法〉の意味になる場合がある。

15.「Ca拮 抗 薬 に よ るhot flush発 現 」(モ ノN-コ トN)

16,「 ク ロ ラ イ ド複 合 体 に よ る 呈 色 反 応 」(モ ノN-コ トN)

薬な ど、モノ名詞の前件語は、コ ト名詞の事態 よ

り直接的に後件の事態 に影響を及ぼ し、結合はよ り

密接である。 〈方法 〉とい うよりそれ を使って とい

う意味で手段、材料を表す。前件が抽象名詞の場合

にも、因果関係 というより直接的に関わる条件を表

す。17.に 物質名詞の18.に 抽象名詞の例を示す。

17.「ス フィ ンゴ ミエ リナー ゼ に よ る スフ ィ ンゴ ミエ リン

の 加 水 分 解 」(モ ノN-他 動コ トN)

18.「 構 成 成 分 に よ る原 因 物 質 探 索 」(抽象 他 動コ トN)

この他動詞性 コ ト名詞の前件に 「生体名詞」が来

た場合、それが 自立的に作用を及ぼす ものであれ ば

あるほ ど、その意味は動作主 としてのく主体〉に近

づき、19.のよ うに受身文でなくとも生体名詞が〈主

体〉を表 しているように思われ る用例 も見 られ る。

19.「 培 養 細 胞 に よ る サ ポ ニ ン 生 産 」 「マ ク ロ フ ァー

ジ に よ る 取 り込 み 」(生体N-他 コ トN)

「による」の形態で抽 出した文型を以下に示す。

〈原因〉モノ名詞+抽 象名詞(結 果名詞)

モ ノ名詞 ・コ ト名詞+自 コ ト名詞VNi

〈方法〉コ ト名詞+他 コ ト名詞VNt

モノ名詞+他 コ ト名詞VNt〈 手段 ・材料 〉

抽象名詞+他 コト名詞VNt〈 条件〉

モノ名詞+抽 象名詞(方 法)〈 方法の詳細〉

〈主体〉生体名詞+他 コ ト名詞VNt

「による」の場合、後件が抽象名詞や自動詞性コ

ト名詞の場合には、後件の事態がもたらされた因果

関係を表し<原 因〉の意味となる。後件が他動詞性

コト名詞の場合には、前件に物質を表すモノ名詞が

多く現れ〈方法〉を表す。中でも一層直接的な手段、

材料、条件を表す。

6.複 合 辞 『に よ り』 の ま と め

本稿では薬学会要旨集を資料 として用例を分析し、

複合辞『により』の意味用法の特徴を明らかにした。

1)『 により』は、一般の日本語の用例では受身文で

〈主体〉を表すことが多いが、要旨集の用例では、

〈方法〉と〈原因〉の意味で使われることが多い。

2)「により」「による」に共通 して、後件が意志性の

強い他動詞文や他動詞性コ ト名詞では〈方法〉、

意志性の弱い自動詞文やモノ名詞による受身文、

自動詞性コ ト名詞では〈原因〉、前件が生体名詞

による受身文の場合には〈主体〉になるという傾

向がみられた。

3)要旨集の用例では、人名詞は少なく、生体名詞の

方が多い。他に作用を及ぼす生物的なものを表す

生体名詞が受身文や他動詞文、他動詞性コ ト名詞

と共に〈主体〉の意味で用いられる。

要旨集の用例では、限られた動詞や、限られた種

類の名詞が多用されているため、複合辞 『により』

の指導の指針となる典型的な文型を抽出することが

できた。専門日本語で使用頻度の高い、必要度の高

い用法から教えていくために、役立つと思われる。

7.お わ りに

『日本薬学会要旨集』の日本語は留学生には大変

難 しいが、学会の発表を聞く必要から、読めると役

に立っ実用的な専門日本語である。また、専門用語

は難 しいが、そ うした専門用語はその分野の学生に

は概念が既知のものである。よって要旨が読めるよ

うになるためには、多用される複合辞の、よく使わ

れる文型を学習することが効果的であると思われる。



注

注1初 級教科書では 『みんなの日本語初級1』(ス リーエ
ーネットワーク)の37課 に 「飛行機はライ ト兄弟に

よって発明されました。」のように提示されている。

注2資 料から複合辞でない用例を省く作業は、筆者三人で

行い、その結果、本動詞の用例が4例 除外された。

注3野 村1984で は区別していないが、松田1986で はスル

をっけてサ変動詞となる名詞を 「コ ト名詞」として区

別 しているので、これにならった。松田は 「コト名詞」

では、通常の名詞より事象と事象の結合の意味に近く

なることを指摘している。後に影山1993(p26)で も

動名詞(VN)と して通常の名詞 と区別された。

注4長 い漢字熟語は、意味の中心となる2字 漢語の主要部

で代表 して分類した。例えば 「腎上皮細胞障害」は 「障

害」を、「糖鎖固相合成」は 「合成」を主要部とした。

注5形 態の合計と連体形、連用形の合計の不一致5は 、

「により」の形態で 「一により発生。」と連体形型の

接続をする例が5件 見られたことによる。後件を主要

部とみて、以後この形態は連体形型に入れて分析する。

注6「 により」の合計が173な のは前件名詞のうち分類

不能の 「その他」4を 削除したためである。

注7「 による」の合計数:129か ら前件名詞の分類不能の

「その他」10を 削除したため合計119と なる。

学 会要 旨集 にみ る専 門 日本語 語彙 の特 徴,専 門 日本 語
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